
 

そ
の
後
に
中
萩
保
育
園
の
民

営
化
を
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
校
区
で
唯
一
の
公
立
保
育

園
で
あ
る
中
萩
保
育
園
の
民

営
化
計
画
を
も
う
一
度
検
討

し
な
お
し
て
下
さ
い
。 

 

共
産
党
も
賛
成
討
論 

  

「
保
育
の
民
営
化
は
、
政
府

が
す
す
め
る
公
的
保
育
制
度

の
解
体
へ
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。
公
立
保
育
園
は
安
心
し

て
預
け
ら
れ
る
保
育
園
、
公
的

保
障
の
ト
リ
デ
。
ぜ
ひ
と
も
採

択
を
」
―
。
日
本
共
産
党
は
こ

の
よ
う
な
賛
成
討
論
を
し
ま

し
た
。 

 

保
育
園
の
民
営
化
を
め
ぐ
っ

て
、
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
中
萩
保
育
園
の
民
営
化
条

例
案
が
継
続
審
査
と
な
っ
た

の
で
す
（
左
の
議
員
通
信
簿
を

み
て
く
だ
さ
い
。
継
続
１５
、
反

対
１２
）
。 

と
り
あ
え
ず
の
民
営
化
の

歯
止
め
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
も
、
画
期
的
な
こ
と

に
、
約
３
千
名
の
署
名
と
あ
わ

せ
て
中
萩
保
育
園
の
保
護
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
出
て
い
た

次
の
陳
情
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 

１
、
民
間
移
管
さ
れ
た
八
雲
保

育
園
を
最
低
一
年
間
検
証
し
、

  

い
ま
地
震
・
豪
雨
・
台
風
な

ど
地
球
温
暖
化
と
も
か
か
わ

っ
て
、
自
然
災
害
が
深
刻
化
、

そ
の
た
め
の
備
え
が
つ
よ
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
自
公
政
権
は
、

「
道
州
制
」
「
市
町
村
合
併
」

な
ど
地
方
き
り
す
て
を
推
進
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
全
県
を
ま

と
め
て
一
つ
に
す
る
な
ど
、
市

民
の
命
と
財
産
を
犠
牲
に
、
安

あ
が
り
の
消
防
体
制
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。 

 

消
防
車
が
減
り
、
署
が
減
り
、

人
が
減
る
―
。
人
事
異
動
な
ど

が
あ
る
と
、
地
形
・
道
順
・
消

火
栓
の
場
所
な
ど
を
熟
知
し
た

職
員
が
い
な
く
な
り
ま
す
。
こ

ん
な
恐
れ
が
あ
る
「
広
域
化
」

に
は
、
幅
広
い
市
民
や
地
域
消

防
団
の
意
見
を
聞
き
、
慎
重
に

対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

政党会派名 議員名

中萩保
育園民
営化条

例

家庭ゴミ
無料請願

社会保障
2200億円
抑制撤回

9月議会
質問

昨年6月以
降の質問

累計

○印 継続 継続反対 継続反対

岡崎　ひろし ○ ○ ○ 1 6

高須賀とし子 ○ ○ ○ 1 6

無会派 西本　勉 ○ ● ● 1 3

石川　尚志 ● ● ○ 3

伊藤　初美 ● ● ○ 1 4

岩本　和強 ● ● ○ 1 3

神野　敬二 ● ● ○ 1 3

西原　司 ● ● ○ 4

大石　豪 ● ● ● 1 4

大條　雅久 ● ● ● 1 5

永易　英寿 ○ ● ● 1 4

村上　悦夫 ● ● 欠席 1

佐々木文義 ● ● ● 3

真木増次郎 ● ● ● 1

藤原　雅彦 ● ● ● 1 2

真鍋　光 ● ● ● 3

伊藤　謙司 ○ ● ● 2

伊藤　優子 ○ ● ● 1 3

加藤喜三男 ○ ● ● 1

近藤　司 ○ ● ● 1 2

白籏　愛一 ○ ● ● 1

仙波　憲一 ○ ● ● 1

高橋　一郎 ○ ● ● 2

藤田　豊治 ○ ● ● 1 2

藤田　統惟 議長 議長 議長 議長 1

藤田　幸正 ○ ● ● 2

古川　拓哉 ○ ● ● 1 3

山本健十郎 ○ ● ● 1 1

※中萩保育園の陳情の賛否は、条例への態度と同じでした。

※継続審査に反対するのは、採托させるためです。

自民クラブ

日本共産党

協働ネット
２１

みどりの風

公明党

先
の
議
会
は
、
中
萩
保
育
園
の
民
間
移
管
、
消
防
自
動
車
の
購
入
、
下

水
処
理
場
の
増
改
築
工
事
の
契
約
や
体
育
施
設
環
境
整
備
事
業
な
ど
の

予
算
の
補
正
が
主
な
議
題
で
し
た
。
中
萩
保
育
園
の
民
間
移
管
に
つ
い
て

は
、
継
続
審
査
と
な
り
、
民
営
化
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
し
た
。 

 

請
願
は
、
家
庭
ゴ
ミ
無
料
収
集
の
維
持
、
国
に
対
し
て
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
中
止�

廃
止
、
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
な
ど
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。
中
萩
保
育
園
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
て
い
た
民
営
化

計
画
の
見
直
し
の
陳
情
は
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
高
須

賀
と
し
子
、
岡
崎
ひ
ろ
し
議
員
が
質
問
、
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

「

次
か
ら
次
に
値
上
げ
ば
か

り
。
ど
ん
な
に
節
約
し
て
も
、

全
然
暮
ら
し
は
楽
に
な
ら
な

い
。
こ
の
上
、
ゴ
ミ
袋
の
有
料

化
な
ん
て
、
絶
対
に
反
対
で
す
」

（
高
津
・
女
性
・
３０
代
）。 

こ
ん
な
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
た
共
産
党
の
ゴ
ミ
「
有
料
化
」

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。
約

８
割
の
方
が
、
反
対
を
表
明
し

ま
し
た
。
先
に
連
合
自
治
会
（
日

野
幸
彦
会
長
）
が
見
送
り
を
求

め
た
の
に
つ
づ
き
、
３
選
を
果

た
し
た
佐
々
木
市
長
も
「
見
直

し
」
を
公
約
（
「
選
挙
公
報
」
）

し
、
こ
れ
で
先
送
り
が
確
定
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
声
と
共
産
党
の
活
動
が

政
治
を
動
か
し
ま
し
た
。 

ひ
き
つ
づ
き
が
ん
ば
っ
て
、

提
案
を
「
白
紙
」
に
も
ど
さ
せ
、

「
無
料
継
続
」
を
実
現
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

                     



猛
暑
と
真
夏
日
、 

新
居
浜
で
も
今
年
５
０
日 

 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象

変
動
は
、
世
界
と
日
本
で
広
が

っ
て
い
ま
す
（
左
の
記
事
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
。 

今
年
新
居
浜
市
で
は
、
猛

暑
・
真
夏
日
が
５０
日
も
記
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
球
全

体
の
平
均
気
温
が
、
約
２
百
年

前
の
産
業
革
命
以
前
と
比
べ

て
０
・
７
６
度
上
昇
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
「
こ
の
ま

ま
進
め
ば
、
温
暖
化
が
突
然
の

回
復
不
能
な
結
果
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
）
が
警
告
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
を
う
け
て
欧
州
で
は
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
で

温
室
効
果
ガ
ス
（
左
下
の
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
の
削
減
に

力
を
注
ぎ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
な
ど
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。 

日
本
は
Ｃ
Ｏ

２

６
・
２
％
増
加

 

と
こ
ろ
が
日
本
は
、
自
民
・

公
明
政
権
が
財
界
・
大
企
業
の

「
自
主
行
動
計
画
」
ま
か
せ
。

二
酸
化
炭
素
排
出
の
約
８
割
を

占
め
る
産
業
・
運
輸
な
ど
の
部

門
が
野
放
し
で
す
。
そ
の
結
果
、

「
京
都
議
定
書
」
に
背
を
む
け

二
酸
化
炭
素
の
削
減
ど
こ
ろ

か
、
逆
に
１
９
９
０
年
比
で
、

６
・
２
％
の
増
加
（
０
５
年
）

に
転
じ
て
い
ま
す
。 

環
境
基
本
条
例
の
具
体
化
を 

 

日
本
共
産
党
は
、
次
の
こ
と

を
質
問
し
ま
し
た
。 

①
地
球
温
暖
化
対
策
率
先
行

動
計
画
の
到
達
点
と
今
後
の

見
通
し
を
示
し
て
下
さ
い
。 

答
弁
―
市
の
と
り
く
み
で
、
着

実
に
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

実
態
調
査
を
た
だ
ち
に
実
施

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
弁
―
他
市
の
事
例
等
を
調

査
・
研
究
し
、
す
す
め
た
い
。

③
大
規
模
事
業
所
対
策
は
ど

う 

す
す
め
て
い
る
の
か
。
最
後

に
、
「
地
球
温
暖
化
防
止
条
例
」

の
制
定
を
提
案
し
た
い
。 

答
弁
―
住
友
各
社
か
ら
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
県
全

体
の
２０
％
。
公
害
防
止
協
定
の

な
か
に
排
出
量
の
実
績
報
告
を

盛
り
込
む
こ
と
も
協
議
し
て
い

き
た
い
。「
条
例
」
は
必
要
か
ど

う
か
検
討
し
た
い
。 


